
愛知環状鉄道沿線 
のおすすめ情報や 
“あいかん”ならでは 
のスポットを紹介 

新聞で特集を作る 
とともに式典で配布 
されたパンフレットの 
制作も実施しました 
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新聞紙面の作成とともにパンフレットの制作も実施 

愛知環状鉄道 開業30周年特集 

本件のお問い合わせは、中日新聞広告局 営業推進部 電話052-221-0692(2018/02/06) 

                                     

 “あいかん”の愛称で親しまれている愛知環状鉄道は、1988年1月31日に岡崎－高蔵寺間で開業、本年記念すべき30周年の節

目を迎えた。通勤通学の足としてだけではなく、2005年の愛知万博開催時には、最寄駅の「八草駅」を「万博八草駅」と改称し、新

交通リニモへの接続など万博会場輸送手段としても活躍した。 

 記念特集提案の中で、同社は沿線の見どころガイドなどを所有していないとの悩みを受け、本特集はパンフレットなどにも流用可能な

沿線マップを中心に制作することとなった。 

 単なる観光施設マップに留まらず、普段入ることのできない車両基地への潜入取材、歴史を刻む名残りスポットと銘打ち、30年前に

廃止された線路の遺構や、国鉄時代に活躍した車両の展示情報など鉄道ファン心もくすぐる要素も盛り込んだ特集とすることができた。 

 2月3日に開催された記念式典では、本特集に“あいかん”の歴史情報などを盛り込んだA3パンフレットを制作し、出席者に配布され

た。                              （名古屋本社 広告三部 三河アドセンター 小椋昌統、広告三部 長津政宏） 

▲2018年1月26日付 中日新聞朝刊 西三河版・近郊通し版 30段 ■記念式典で配布されたパンフレットも制作 

■愛知環状鉄道沿線のさまざまなスポットをマップで紹介 

▲2月3日の記念イベントの様子 


